
　マイタイムラインとは、いざというときにあわてることがないよう、避難に備えた行動を一人ひとりがあらかじめ決めておくもの
です。
　一人ひとりの家族構成や、自宅や職場の洪水リスクに合わせて、どのような避難行動が必要か、どのタイミングでどこへ避難す
るのが適切なのかを、家族や地域の皆さん、友人同士で話し合ってみましょう。
　水害の危険から自らの命、大切な人の命を守るために、事前に考えておくことが大切です。
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または切迫災害のおそれ高い

家族や大切な人の連絡先 避難先になりえる知人・親戚の連絡先

※避難行動については「誰が」「どこに」「誰と」「どのように」避難するかを記入しましょう。

※福島県発行「マイ避難ノート」より一部抜粋
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高齢者等避難

（父）テレビの天気予報を注意
（父）家族全員の今後の予定を確認
（母）防災グッズの準備
（母）１週間分の薬を
　　病院に受け取りに行く
（私）テレビ、インターネット等で
　　雨や川の様子に注意
（父）ハザードマップで避難場所、
　　避難手段を確認
　　　　　　　　　　など

（祖父母）
〇〇保健センターに、ヘルパーさんと車で
避難する。（15分）

（私）
川の水位をインターネットで確認
テレビで洪水予報の確認
　　　　　　　　　　　など

（私、父、母）
〇〇高校体育館に徒歩で避難する。
（20分）
　　　　　　　　　　　　　など

【記入例】

自宅などの災害の危険性をハザードマップで確認ステップ１

「いつ」、「誰が」、「何をするのか」を考えよう。ステップ２

すぐに連絡がとれるよう、家庭や大切な人、知人などの連絡先を記入しましょう。ステップ３

自分にあった防災行動。
マイタイムラインを考えよう！マイタイムライン

　タイムラインとは、台風など襲来が予測できる事象に対して、災害の発生前から、市や市民の皆さんなどが実施すべき対策をあ
らかじめ時系列で体形したものです。市では、令和元年東日本台風の災害対応の検証結果をもとに、早めの対応を行うことを重点
にタイムラインを作成しました。災害は計画どおりには発生はしませんが、タイムラインを確認し、普段から災害に備えることが大
切です。市民の皆さんも平時から災害が発生した時のことを考え、自らのタイムラインを考えておきましょう。

台風に伴う本宮市タイムライン（防災行動計画）

マイ避難の作成
防災グッズの備蓄
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